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①知識及び技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力、人間性等



知識・技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力、人間性等



表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせなが
ら，つくりだす喜びを味わうようにするとともに，造形
的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操
を養う。

現行指導要領

これまでの部会としての考え方
この時期に再検討が必要と考える





表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせ
ながら，つくりだす喜びを味わうようにするとと
もに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培
い，豊かな情操を養う。

表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会
の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。

（１）対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解す
るとともに，材料や用具を使い，表し方などを工夫して，創造的につくったり表したり
することができるようにする。

（２）造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，創造的に発想
や構想をしたり，作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができる
ようにする。

（３）つくりだす喜びを味わうとともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を創造しようと
する態度を養い，豊かな情操を培う。

教科の目標に関して、形式的には大きな変化 3つの柱に基づいて構成



○図画工作科，美術科，芸術科（美術，工芸）においては，創造
することの楽しさを感じるとともに，思考・判断し表現するなどの造
形的な創造活動の基礎的な能力を育てること，生活の中の造形や
美術の働き，美術文化に関心を持って，生涯にわたり主体的に関
わっていく態度を育むこと等に重点を置いて，その充実を図ってき
たところである。

○一方で，感性や想像力等を豊かに働かせて，思考・判断し，表
現したり鑑賞したりするなどの資質・能力を相互に関連させながら
育成することや，生活を美しく豊かにする造形や美術の働き，美術
文化についての実感的な理解を深め，生活や社会と豊かに関わる
態度を育成すること等については，更なる充実が求められるところ
である。

改訂の趣旨



目標は，次のような視点を重視して改善を図る。

ア 教科の目標
・生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力
の育成を一層重視ることを示す。
・育成を目指す資質・能力を，「知識及び技能」，「思考力，判
断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱
で整理して示す。
・図画工作科の特質に応じた物事を捉える視点や考え方で
ある「造形的な見方・考え方」を働かせることを示す。
・育成を目指す資質・能力の三つの柱のそれぞれに「創造」
を位置付け，図画工作科の学習が造形的な創造活動を目指
していることを示す。



平成32年度 造形教育東北大会にむけて

年度を間違えていました 訂正します

今年度中に見直しを図り
来年度は、その検討されたもので研究実践をスタートさせる
平成32年度に行われる東北大会に向けてのスタートとするのがよい
のではないかと考える

個人的には、独自のものではなく一般化され、部員以外にも説明の必
要のないものが望ましいと考えている


